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○ 核医学検査（RI検査）とは？  
核医学検査（RI検査）とは、ガンマ線という放射線を放出する検査薬を注射し、臓器や病

変部に取り込まれた検査薬から放出される微量のガンマ線をカメラで撮影し、体内の情

報を得る検査です。投与される検査薬から放出される放射線は極めて微量で、副作用も

心配ありません。検査薬は、速やかに自然な排泄作用によって、体から除去されます。 

 

○ 脳血流シンチグラフィ（脳血流 SPECT検査）とは？ 

脳血流検査では、脳の各部における血流状態や脳のはたらき

をみるための検査です。脳の形態を見るエックス線 CT や MRI

では、とらえられない早期の脳血流障害の検出、神経症状の責

任病巣の検出、脳の機能の評価などに有効です。 

 

○ 検査前と検査終了後の注意点は？ 

食事や飲み物の制限はありませんので直前の 

食事もかまいません。 

また検査前後も普段どおりお過ごし下さい。 

 

検査の方法と流れ 
１. 検査ベットに休み、頭部を軽く固定します。 

 

 

2.. 点滴から検査薬を静脈注射します。 

  （1.5ｃｃから３.０ｃｃのわずかな量です。） 

 

 

３. 注射直後より撮影を開始します。撮影の間は、リラックスして動かないようにしましょう。 

 

＊ 検査の目的によっては、脳の血管を拡張させる薬を、検査中に点滴から投与する場合があります。

負荷検査といい、薬による血流量の増加をみるために行います。 

＊ 検査中はアイマスク（目隠し）をつけていただきます。目をあけていると、脳血流量が正確に測定で

きないからです。 

   

   検査時間は約 30分です。負荷検査を行う場合は 60分です。 

 
妊娠中、妊娠の可能性がある女性、授乳中や乳幼児がいる方はあらかじめ医師にお知らせ下さい。 

脳血流シンチの画像 

矢印の部分で血流の

低下が認められます。 


